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第１ 作成の趣旨 

 

  三河山間地域は、人口の減少や高齢化の進展など厳しい状況にある一方、

平成 24 年の三遠南信自動車道や新東名高速道路の一部開通、並びに東三河

県庁の発足など、この地域の条件を大きく変化させる可能性を秘めたプロジ

ェクトが進展しております。 

さらには、農山村に対する関心の高まりなど、この地域に活性化の機会を

もたらす時代の潮流も認められます。 

  県では、こうしたプロジェクトの効果や時代の潮流の変化から生み出さ

れるチャンスを最大限に受け止め、地域の活力を再構築するため、三河山

間地域の長期的･総合的な振興の指針となる「あいち山村振興ビジョン～緑

が生きる豊かな山の暮らしの構築～」（平成 21 年 3 月）を策定し、2025 年

（平成 37 年）までを展望したうえで、4 つのめざすべき将来像を設定しま

した。そして、これらの将来像を実現するため、2015 年（平成 27 年）を施

策展開の目標年次として、県が重点的に展開していく 6 つの施策の方向性

を明らかにし、具体的な施策展開を行ってまいりました。 

  この施策の展開にあたっては、地域住民はもとより、企業､大学、ＮＰＯ、

ボランティアの方々など様々な主体との多層的な連携並びに都市地域を含

む広域的な連携が不可欠です。 

  そのため、ビジョンに位置付けた施策の 2011 年度の主な取組状況をまと

めた「あいち山村振興ビジョン 年次レポート 2012 ～緑が生きる豊か

な山の暮らしの構築状況報告～」をホームページを通じて情報発信し、多

層的、広域的な連携主体と情報の共有や認識の統一を図ってまいります。 

 

 



 

 2

[人口]  112,000 人（H22 国調）

[面積]   1,700 ㎢ 

豊田市（旧藤岡町・旧小原村・旧足助町・ 

   旧下山村・旧旭町・旧稲武町の区域）

岡崎市（旧額田町の区域）

設楽町 

東栄町 

豊根村 

新城市 

□ビジョンの対象地域 
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めざすべき将来像と重点的に展開する施策 

 

［めざすべき将来像］        ［重点的に展開する施策］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 安心して 

暮らし続けられる地域 

③ 個性豊かな魅力が 

誇れる地域 

④ 愛知の環境を支える地域 

１ 安心安全な暮らしを支える生活環境の充実 

２ 小規模高齢化集落への対応 

３ 交流居住の活性化によるＵＩＪターンの促進 

４ 通勤圏における産業集積の促進 

５ 観光･特産品振興による地域ブランド力の強化 

６ 農林水産業の振興と多面的機能の維持・向上 

  

  

■ 高速道路など大規模プロ

ジェクトの整備促進 

■ その事業効果を広域的に

波及させ、地域のポテン

シャルを引き出す道路の

整備促進 

  

  

■ 都市地域を含む広域的連

携の促進 

■ 企業、大学、ＮＰＯなど多

層的な連携の促進 

 

 

施策展開の基礎となる 

インフラ整備 

施策展開を強化する 

連携の促進 

② 愛知の産業活動の 

一翼を担う地域 
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第２ ２０１１年度の主な取組状況 

   １ 将来像に向けた施策展開の基礎となるインフラ整備 

 

[地域のポテンシャルを引き出す道路整備等の促進] 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜主な取組状況＞ 

○ 新東名高速道路、三遠南信自動車道の整備に向けて用地買収や工事等を実

施(平成２４年３月に三遠南信自動車道、鳳来峡 IC～浜松いなさ北 IC が供

用) 

○ 国道１５１号新城バイパス、国道４７３号岡崎額田バイパスの平成２６年

度供用に向けて用地買収や工事等を実施 

○ 水源地域の生活再建を図るため、水源地域整備計画等に基づく事業を実施 

 

 

 

 

三遠南信自動車道 

新城バイパス 

新東名高速道路 

設楽ダム 
建設事業 

国道 151 号 

国道 473 号 

国道 257 号 

国道 257 号 

国道 420 号 

国道 301 号 

国道 473 号 

国道 473 号 

国道 420 号 

国道 301 号 

国道 151 号 



 

 5

 ２ 将来像に向けた施策展開を強化する連携の促進 

    [都市地域を含む広域連携の促進] 

  ＜主な取組状況＞ 

○ 愛知県交流居住センターが三河山間地域６集落（豊田市敷島自治区、豊田市

小原地区、新城市黄柳野地区、設楽町豊邦地区、東栄町古戸地区、豊根村川

宇連地区）において、都市住民との交流イベント支援を実施（交流イベント

回数 ２６回 参加人数 ９４９人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 県境を跨ぐ連携として、「きてみん！奥三河ｉｎ茶臼山」において奥三河・

南信州・東濃地域の事業者が出展した「奥三河五平餅サミット」を開催【新

規】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「愛知県ツキノワグマに関する専門家会議」に岐阜県、長野県職員をオブザ

ーバーとして招致【新規】 

 

都市住民との交流イベントの様子（田植え） 

きてみん！奥三河ｉｎ茶臼山          奥三河五平餅サミット 
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    [多層的な連携の促進] 

  ＜主な取組状況＞ 

○ 愛知県と新城市は、平成２４年４月１日から市鳳来総合支所内に設置する

「新城森林総合センター」（愛称：新城フォレストベース）で森林・林業に

関する事務事業を行うための覚書を締結【新規】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ コンビニエンスストアやスーパーマーケットとの包括協定に基づく地域振

興策の実施 

○ 中日本高速道路株式会社ホームページ「高速日和」とブログ「三河の山里だ

より」の連携により地域情報を発信 

○ 企業のＣＳＲ活動や大学、ＮＰＯの活動を受け入れていくため、社会実験事

業として「三河の山里 現地見学ツアー」を実施【新規】 

 

 

 

 

 

 

 

    ○ 市町村や大学、ＮＰＯ等と連携し、「山里のアート巡り きてみん！奥三

河」の一環として、廃校や集客施設等においてアート展示や音楽演奏会を

実施 

  ○ 行政（北設楽郡３町村、国、県）、名古屋大学、交通事業者、住民からな

る北設楽郡公共交通活性化協議会において、移動利便性の高い地域の実現

に向けて事業を展開  

「三河の山里 現地見学ツアー」説明会 

覚書締結式 


